
 

 

                  

グループ名  体育を学ぶ会 

研究テーマ  児童の学びの過程を大切にした体育学習の在り方 

分   野 

 

 授業力向上     

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 体育 

研究のねらい 

・体つくり運動において，縄跳び運動に焦点化し，その特性を整理する。 

・めあて解決のための活動の構造化を図り，児童の主体的・対話的で深い学びを

大切にした体育学習の在り方を探る。 

研究・活動の概要 

１ 運動の特性と発達段階に応じためあて（課題）の設定とその解決の活動内容を構造化する。 

２ 実技研修会を開き，縄跳び運動の特性を探る。 

３ 低学年・中学年・高学年と発達段階に応じた学習内容の系統表を作成する。 

４ 作成した系統表をもとに，単元の指導計画を検討する。 

 ５ 各学年において実践し，検証する。 

６ 実践・検証をもとに見直しを図りまとめる。 

７ 教育課題研究発表会で実践発表する。 

成果と課題 

（成果） 

・ 長縄跳びにおいては，「入る，跳ぶ，出る」という動きから，多様な動きの広がりと面白さ

を追求することができ，縄跳び運動の特性について，捉え直すことができた。 

・ 実技研修会を行ったことで，多様な動きをつくる運動につながる動きの整理ができた。改め

て多様な動きをつくる運動につなげるための指導過程・条件・めあてについて考えることが

できた。 

・ めあてを選択性にしたことによって，児童が何をゴールに活動したらよいかが明確になった。

新しい跳び方の発見が長縄跳びの楽しさ・面白さにつながった。 

（課題） 

・ 児童の自主的・自発的な学習につなげるためには，児童の実態に合った学習過程を考えるこ

とが大切である。 

・ 教師が運動の特性や児童の実態をしっかりと押さえておくことも大切である。 

・ 児童が運動の楽しさを味わい，自分なりのめあてを持ち，追求し続けることができる指導過

程の工夫が必要である。 
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